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1. はじめに

2010年4月、大分県立看護科学大学の草間朋子

学長を団長とする21人の参加者による米国ナー

スプラクティショナー（以下NPと記す）研修で、

ワシントンD.C.を訪問する機会を得た。その際、

米国ナースプラクティショナー学会（American 
College of Nurse Practitioners: 以下ACNP）の会

長のジャネット・セルウエイ博士と前会長ジュ

リー・スタニック・ハット博士の講演を拝聴した。

セルウエイ博士は、デルウエア大学看護学部の准

教授で、成人NPと小児NPの資格をもつ実践家

でもある。また、ハット博士は、ジョンズ・ホプ

キンス大学看護学部の准教授で、救急NP、専門

看護師（CNS）で、2008年まで会長を務めた方で

ある。今回、このACNPの2代の会長から、NP
の歴史や、現状と課題について情報を得て整理で

きたことが何より貴重な機会となった。その講演

内容の一部を紹介したい。

2. 米国におけるNPの歴史

2. 1 成り立ちと発展

米国では1960〜1970年代に医療費の高騰の一

方で、家庭医や都市部の貧困層のための医師が不

足し、人種や性差に対する平等の促進や消費者運

動、女性運動などがおきていた。この急激な変

化に対応するため、1965年に最初のNPプログラ

ムが、コロラド大学のロレッタ・フォード（RN, 
Ed.D.）教授により開発された。1970年には米国

連邦保健教育福祉省が、看護師の業務拡大に関

する検討委員会を設立した。1971年4月12日の

委員会報告書では「看護師の業務は医療サービス

の増加だけで急速に変化したわけではない。看護

師が医療の現場で多様な機能を実践する能力を示

してきたことによる」と記述されている。1970〜
1980年には、NPに対する患者満足度調査や費用

対効果の分析などに関する研究が報告され、NP
の役割についての研究結果は一貫して高い評価で

あった。その結果、NPプログラムに対する様々

な連邦政府保健省看護課や母子保健局の支援や、

コモンウエルズ財団など個人による資金サポート

が増加した。それ以後、各分野のNP教育プログ

ラムが急速に開発された。NPの役割は病気のケ

アから家族の健康増進に焦点を変更した。1980
年には全米NP教育者学会（National Organization 
of Nurse Practitioner Faculties: NONPF）が設立さ

れた。1984年以後、NPは急速に増加して20,000
人に増加し、クリニックの外来、継続医療施設や

保健施設、地域保健センター、地方のクリニック

などの様々な医療施設で活躍するようになった。

1990年代になると、救急医療NPが出現し、

NPの数と需要は増加し続けることになった。救

急医療NPは救急部と集中治療部で実践を行

い、複雑で緊急な場合と、慢性的な状況の患者の

ニーズに対応する高度なケアの提供が実践された。

1996年、NPの有資格者数は63,191人にまで増加

した。1997年には、NPの診療がメディケア（高

齢者医療保険）の対象として認められた。米国の

メディケアは、65歳以上の高齢者と終末期ケア

の対象者、または障害を持つ65歳以下を対象と

する医療保険である。このことはNPの役割が全

米50州とワシントンD.C.において法的認可が明

確化されたということでもあった。一方で、NP
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の処方箋発行は、現在でも全米50州とワシント

ンD.C.で薬の種類などに差がある。1990年以前

は、NP教育は大学院教育には含まれていなかっ

たが、1998年NP教育プログラムは、769の修士

課程で行われ、12領域が認定されている。2008
年の米国看護師調査で、NP数は158,348人であり、

すべての看護師の3.8％となった。これは2004年
以来12.1％の増加率である。また、施設の役職の

64.3％をNPが果たしていることが明らかとなっ

た。表1に示すように、拡大するNPの役割や教

育の統一を図るために、全米で様々なNPに関連

する組織が設立されている。

2. 2 米国NP学会（ACNP）の組織と活動について

1993年に全米NP指導者会議を開催し、125人
の指導者が参加した。そこで、ACNPの前段階

の組織を結成し、全国会員、州会員、個人会員か

らなる組織を設置した。翌年1994年には、初回

の理事会を開催し、米国ナースプラクティショ

ナー学会（ACNP）に改名した。表1に示すよう

な、NPWH、NONPF、GAPNAのほか、AACN
（American Association of Critical-Care Nurses）、
NNCC（National Nursing Centers Consortium）な

どとも連携を図っている。全米39州にブランチ

を持ち、現在6,000人の個人会員がいる。ACNPは、

政策に提言することを主たる目的としている。

2. 3 新しいNP博士号プログラムについて

新しいDoctor of Nursing Practice（DNP）プロ

グラムはコロンビア大学で始まった。そのプログ

ラムは看護実践における管理、政策、経営等に焦

点をあてたものであった。現在上級実践看護師

（APN）の教育プログラムを実施する72％の大学

でDNPのプログラムを持ち、その数は35州、計

120に増加しており、Ph.D.のプログラムより多

く存在する。2015年までにすべてのNPがDNP
になる予定である。

3. 米国のNP認定制度

3. 1 上級実践看護師（Advanced Practice Registered 
Nurse: APRN）とは

米国の看護師の職種等を表2に示す。

この上級「Advanced」という用語が看護業務の

中でどのように生まれたかは不明である。いくつ

かの州が1970〜1980年には、看護業務条例で「上

級実践看護師」という用語を使用しているが、こ

の用語に関するコンセンサスは最近定義されたも

のである。

米国の50州とコロンビア特別区（ワシントン

D.C.）にはそれぞれに日本の政府に相当する権限

があり、それぞれに看護教育局があるため、NP
業務を規定する50の異なった法律が存在してい

る。米国の認定資格試験は、5つの機関により行

われ、各州が独自に（1）上級実践看護師の法的な

業務範囲、（2）役割、（3）資格の基準を決定して

いる。したがって、各州により業務等が異なるた

めに、米国NP学会（ACNP）は全米統一をめざし

ている。

3. 2 上級実践看護師（APRN）のコンセンサスモデル

上級実践看護師のコンセンサスモデルは、全

米看護業務協議会（National Council State Boards 
of Nursing: NCSB）が、上級実践看護師の業務に

ついての条例の法的モデルとして、4年がかりで

2008年7月に完成した。各州では2015年までに

このモデルに従って、法律を変更することとして

いる。

3. 3 上級実践看護師（APRN）のコンセンサスモ

デルの役割

（１）「上級看護実践」を定義すること

（２）条例モデルを記述すること

（３）「上級実践看護師」の資格授与、認可、認定、

教育を明確化すること

（４）専門分野を定義すること

   

NAPNAP 1970 National Association of Pediatric Nurse Practitioners 

NPWH  1980 Nurse Practitioners in Womens’ Health  

NONPF 1980 National Organization of Nurse Practitioner Faculties 

GAPNA 1981 Gerontological Advanced Practice Nurses Association 

AANP 1985 American Academy of Nurse Practitioners 

ACNP 1994 American College of Nurse Practioners 

表1. 米国NPに関連する組織

 

  

(Advanced Practice Registered Nurse: APRN) 

 

NP  

CNM  

CRNA  

CNS  

3  4  

2  

3  

Licensed Practice Nurse  1  

 

表2. 米国の看護師の職業進路
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（５）新しい役割と国民のニーズを記述すること

（６）実施戦略を記述すること

3. 4 上級実践看護師（APRN）コンセンサスモデル

NPはこの上級実践看護師（APRN）の一つの職

種である。すなわち、NPとは「高度な大学院教育

と臨床実習を経て、幅広いヘルスケアサービスを

提供する準備ができた登録正看護師のこと」と定

義されている。その業務は、すべての年齢層の患

者に対して、通常あるいは複雑な医療状態の診断

と管理が含まれる。

つぎに、現在米国で登録されているNPの認定

分類と割合を表3に示した。

4. NPと他の組織との関係と課題

米国のNP教育は、1965年に開始されて45年
が経過したが、現在も医師会との関係は管理上の

問題や独立性の問題で軋轢が存在している。なぜ

なら、医師は医療行為について、法的な資格（免

許）を獲得した最初の医療関係者であり、医師の

医療行為の範囲は非常に広い。そのため、NPな

ど医師以外の医療関係者が、医療行為の役割を法

的にも獲得するためには、常に開拓しなければな

らない状況にある。全米医師会は、2005年に10
種類の医師以外の医療関係者の業務範囲を義務付

けるよう報告書を提示し、NPの業務範囲の拡大

する法律の制定を妨げる目的で、州の関係者に働

きかけている。また、これらNP業務の障害につ

いてはほとんどの州で、処方箋の発行権の制限や、

医師による監督の義務づけなど、NP業務は医療

審議会の承認が必要であり、業務プロトコールの

作成など業務範囲には様々な制限がある。例えば、

死亡診断書の発行、精神鑑定書の発行などである。

これに対して、Safriet（1992）は「NP業務の制限は、

国民の健康を守ることよりも、医師の利益を守ろ

うとするものである」と指摘している。

看護界においてもNP養成について、様々な意

見や批判がある。「NPを押しすすめることは看護

師をだますこととなる」や、「NP教育は看護せず、

医療に向かわせる策略」「NPは看病するのか」な

どの意見は、看護界の対立を表面化し、看護教育

の中でNP教育プログラムを開発することに障害

となった。現在も看護界の指導者間に分裂が存在

することも事実である。

一方で、NP教育の課題として、教授陣の人

材不足の問題がある。Fang and Tracy（2010）は、

2009年に米国看護大学教育協会の調査で、554校
（回答率70.2％）が回答した結果、11,381人の教員

が在籍しているが、まだ803人（6.6％）の教員ポ

ストが空席であると報告した。このような教授や

教員などの人材不足や予算不足に加えて、NPが

実際に提供するサービス内容など活動に関する研

究報告や資料が十分蓄積できていないため、政府

や薬剤師会、保険会社などがNPを理解していな

いなどの課題がある。

5. 米国の医療保険制度改革とNPのチャンス

オバマ大統領はダコタ州の地域保健センター長

として看護師のウエークフィルド博士を起用した。

その指導のもと、2010年3月に米国議会は国民す

べてに健康保険加入を義務付ける法案を可決した。

それにより、1,600万人が低所得者医療扶助制度

（メディケイド）に加えられることになる。メディ

ケイドの還付が安いため、多くの医師はこれらの

患者の診療をしなくなる恐れがある。そこで、国

立健康サービス会社のような支援が増加し、看護

師が管理しているヘルスセンターも増加している。

 

6

       

NP or  

NA  CNM  CNS  

図1. 上級実践看護師（APRN）コンセンサスモデル

 

  NP Family NP    49.2  

  NP Adult NP    17.9  

  NP Pediatric NP     9.4  

  NP Women’s Health NP     9.1  

  NP Acute care NP     5.3  

  NP Gerontology NP     3.0  

  NP Neonatal NP     2.9  

  NP Oncology     0.8  

                         AANP NP    2009  

 

表3. NPの認定と割合
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ヘルスセンターのプライマリケアを指導している

のが上級実践看護師である。

今回の研修では、地域医療のミニッツクリニッ

クを視察した（草間 他 2010）。それは中心部から

離れた地域の薬局の中に4人程度のNPでクリニッ

クを開業していた。クリニックは、月曜か日曜

まで朝9時から夜8時（土日は短縮）までの診療で、

受付は患者が入口に置かれた自動機械で行い、予

約時間に合わせて受診する。診察は予防接種や軽

い腹痛や発熱などに処置や処方をしていた。1人
の診療時間は約15分で、1回62ドルの診療費と

いう定料金で診療が受けられるシステムが機能し

ていた。このケアの質評価の調査の結果、高い患

者満足が確認されていた。また、新人NPの自己

学習システムも開発、整備されていた。地域医療

の在り方や、経営をしっかりと考えており、地域

医療を支えるNPの可能性を実感した。

6. おわりに

今回の研修は、北海道から沖縄まで7都道府県

の看護系大学や日本看護協会の関係者による団体

となった。ワシントンD.C.市内の大規模な病院

全体を小集団でじっくり視察することができた。

NPのリーダー的存在である米国においても、

NP教育や活動は、発展段階にあるという認識や、

50州とコロンビア特別区（ワシントンD.C.）の各

州に異なる法律や条例があり、統一の困難さを理

解できた。今回の研修では、どの訪問先でも、日

本のNP教育開始の情報に大歓迎の意を表して頂

いた。我々もまた、NPあるいは看護の在り方を

常に追求し続けている米国NPの上昇志向に触れ

ることができた。参加者はそれぞれの事情は異な

るもののNP教育に取り組もうとしており、日本

にもどり新たな挑戦するエネルギーを蓄えること

ができた研修となった。

最後に、この研修を根気強く企画して頂いたリ

バティーインターナショナルの渡辺美知江氏に感

謝致します。

引用文献

Fang D and Tracy C (2010). Special survey on 
vacant faculty positions for academic year 2009-
2010. American Association of College of Nursing. 

http:/www.aacn.niche.edu/IDS/pdf/vacancy09.pdf

草間朋子, 藤内美保 , 高野政子 他 (2010). アメリカ

NP視察報告. 医療タイムス1969, 6-7.

Saf r ie t BJ (1992). Health ca re dol la r s and 
regulatory sense. The role of advanced practice 
nursing. Yale Journal on Regulation 9, 417-488.

著者連絡先

〒870-1201
大分市大字廻栖野2944-9
大分県立看護科学大学  小児看護学研究室

高野  政子



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


